
農業会報
平成26年 1月 1日

新庄市農業委員会

容 0233-22-2111
内線 256

新年のあいさつ …… ………… … 2面

農業委員名………………………………………2面

車メ」リボランティア………………… 3面

水稲作況調査…………………………………3面

山形県農業委員大会………………………3面

農地利用状況調査…………………………4面

農地の相続・転用…………………………4面

農業者年金説明会・特徴………………5面

農地の賃借や売買に関する手続きについて

農業新聞・編集後記………………………6面

新庄そばまつり

新庄市では、毎年新そばの時期にあわせて「新庄そばまつり」を
開催しています。

このまつりは、今年度で4回 目となりますが、昨年の 11月 3日
(日 )に山屋セミナーハウスにおいて開催されました。今年は、天候
にも恵まれ昨年度を上回る多くのお客さまにご来場いただいたとこ

ろです。

また、自慢の新そば「最上早生」をおいしく食べていただくだけ

でなく、そばガールズのステージショーや地元の山屋囃子若連によ

る新庄ばやしの演奏、そば打ちの実演、外では産直販売など、盛り

だくさんの内容でお客様にお楽しみいただいています。

今後とも、「そば産地 新庄Jを広く県内外ヘアピールし、そば生
産の振興、販路の拡大及び農産物の振興へ繋げていきたいと考えて

います。
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新
年

の
あ
い
さ
つ

〈
ム
巨
天

星

　

川

生
里

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
穏
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
農
業
委
員
会
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
政
府
は
、
１２
月
１。
口
に
農
業
な
ど
の
活
性
化
策
を
ま
と
め
た

「農
林
水
産

業

・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
確
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
決
ま

っ
た
農
地
中
間

管
理
機
構
の
設
置
や
経
営
所
得
安
定
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
を
中
心
施
策
と
し
て
、
農
業

・
農
村
全
体
の
所
得
を
今
後

Ю
年
間
で
２
倍
に
導
く
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
コ

メ
の
生
産
調
整

（減
反
）
廃
止
や
、
減
反
に
協
力
し
た
農
家

へ
の
定
額
補
助
金
の
減
額
、
廃

止
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
４。
年
以
上
続
い
た

コ
メ
政
策
の
大
転
換
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
農
業

・
農
村
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い
て
は
、
日
本
農
業
の
展
望
を
欠
い
た
ま
ま
交
渉
に
参

加
し
交
渉
を
継
続
し
て
お
り
、
未
だ
に
交
渉
内
容
に
つ
い
て
国
民
に
対
し
充
分
な
情
報
公

開
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
断
固
反
対
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
ｃ

我
々
農
業
委
員
に
と

つ
て
、
新
た
な
農
地
制
度
の
下
、
食
料
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地

の
確
保
と
遊
休
農
地
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
農
業

者
の
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
農
業
者
の

代
表
と
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、
意
欲
あ
る
担
い
手
農
家
の
育
成
支
援
に

取
り
組
み
、
本
市
農
業

・
農
村
の
継
続
的
発
展
を
日
指
し
、
委
員

＾
同

一
九
と
な

っ
て
頑

張

つ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
農
業
者
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
機
関
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
、
結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
ｃ

農
業
委
員

一
同

（
議
席
番
号
順
）

本年もどうぞよろしくお願いします。

畠 三 渡 齋 柏 今 安 井 佐 海 吉 斉 高 伊 笹 星 清 小 樋 高 星

腹 原 邊 藤 倉 田 食 上 藤 藤 野 藤 橋 藤  川 水 嶋 口 橋 川

銀 常 耕 順 嘉 栄 孝 茂 喜 芳 昭 純 和 忠 行 勇 清 忠 彦
太      代

蔵 男 郎 一 門 二 一 雄 志 正 男 一 彦 男 也 吉 秋 昭 弥 具 豊

◆
新
し
い
農
業
委
員
の
紹
介

新
任
農
業
委
員

星

川
　
勇
吉

　
氏

（共
済
組
合
）

萩
野
班
（仁
田
山

一
）

昨
年
四
月
か
ら
前
官
川
純
委
員
の
後

任
と
し
て
、
農
業
共
済
組
合
よ
り
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
何
分
に
も

一
年
生
で

す
の
で
諸
先
輩
方
の
御
指
導
を
仰
ぎ
、

皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
め

て
参
る
所
存
で
す
。
何
卒
御
指
導
御
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

柏
倉
　
一晶
門
　
氏

（Ｊ
Ａ
新
庄
も
が
み
）

萩
野
班
（柏
木
原
）

組
合
員
と
農
業
委
員
会

の
架
け
橋
に

な
れ
る
よ
う
、
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

◆
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
次
の
方
が
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

宮
川
　
　
純
　
氏

（飛
　
　
田
）

井
上
　
市
作
　
氏

（泉
田
四
区
）
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草
刈
リ
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

農
業
委
員
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

の

一
環
と
し

て
か
む
て
ん
公
園
の
升
形
川
河
川
敷

の
草
刈
り
を
行

っ
て

お
り
ま
す
．
毎
年
、
新
庄
ま

つ
り
の
前
に
気
持
ち
よ
く
か

む
て
ん
公
園
を
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
花
咲
か
フ

エ

ア
の
翌
年
か
ら
実
施
し
１２
年
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
７
月
２７
日
の
早
朝
に
行

っ
て
お
り
ま
す
。
作
業
す
る

前
は
鬱
蒼
と
し
て
い
た
川
岸
も
、
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ

い
な
景
観
と
な
り
ま
し
た
ｃ
今
後
も
本
市

の
環
境
整
備

の

た
め
、
農
業
委
員
活
動
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
ｃ

水
稲
作
況
調
査

今
年
度

の
作
況
調
査
は
、
８
月
２８
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
．講
師
に
は
、
山
形
県
最
上
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
業

技
術
普
及
課
の
今
川
専
門
普
及
指
導
員
を
お
招
き
し
、
市

内

一
円
の
１２
地
区
に
お
い
て
、
主
に
、
「
つ
や
姫
Ｌ

は
え
ぬ

き

」
の
同
場
を
調
査
し
ま
し
た
。
現
地
で
の
解
説
や
指
導

に
加
え
、
総
括
と
し
て
の
検
討
会
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

７
月
の
長
雨
と
目
照
不
足
で
、
葉

い
も
ち

の
発
生
が
拡

大
し
、
穂

い
も
ち
が
例
年
よ
り
多
く
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
多

い
状
況
と
な
り
ま
し
た

が
、
８
月
下
旬

の
調
査
で
は
収
束
に
向
か

つ
て
お
り
、
作

柄
は
例
年
並
み
で
あ
ろ
う
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

山
形
県
農
業
委
員
大
会

今
年
度
の
農
業
委
員
山
形
県
大
会
は
、
十
月
ニ
ト
九
日

に
酒
田
市
希
望
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
県
内
企
市
町
村
の
約
六
百
名
の
農
業
委
員
が
集

結
し
ま
し
た
Э

大
会
の

一
部
で
は
、
情
勢
報
告
の
後
、
農
業
の
重
要
五

項
目
に
つ
い
て
関
税
撤
廃
除
外
対
象
の
堅
持
を
求
め
た

「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
要
請
決
議
」
や

「基

本
農
政
の
確
立
に
向
け
た
提
案
」
決
議
、
農
業
委
員
会
活

動
の

「さ
ら
な
る
取
り
組
み
」
に
関
す
る
中
し
合
わ
せ
決

議
、
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と
情
報
提
供
活
動
の
強
化

に
関
す
る
中
し
合
わ
せ
決
議
な
ど
、
四
決
議
が
す
べ
て
満

場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
ｃ

ま
た
、
第
二
部
で
は
、
農
業
委
員
会
の
実
践
報
告
と
決

意
表
明
を
小
国
町
農
業
委
員
会
会
長
と
鶴
岡
市
農
業
委
員

会
会
長
、
山
形
県
女
性
農
業
委
員
の
会
奥
山
千
賀
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
代
表
し

て
行
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
決

意
を
新
た
に
し
、

新
庄
市
農
業
委
員

会
星
川
会
長

の
ガ

ン
バ

ロ
ウ
三
唱
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
ｃ
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か
け
が
え
の
な
い

農
地
を
守
る
た
め
に
…

農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
き
ま
し
て
、
年
１
回

以
上
の
農
地
利
用
状
況
調
査
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
８
月
下
旬
に
実
施
し
て
い
る
作
況
調
査
を
兼
ね
て

調
査
を
実
施
し
た
り
、
そ
れ
以
外
で
も
、
日
常
的
に
委
員

が
農
地
の
現
状
を
把
握
し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

――‐
と
農

地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
に
加
え
て
農
地
利
用
状
況
調
査
を
行

っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
は
、
調
査
結
果
の
分
析
を
し
て
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

７
月
・７
日
と
Ｈ
月
１２
国
の
２
日
間
農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
所
有

者
を
特
定
し
、
意

向
確
認
調
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
．

後
継
者
が
い
な
い
、

高
齢
で
管
理
で
き

な
い
な
ど
の
課
題

が
あ
り
農
地
の
適

正
な
管
理
が
簡
単

で
は
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
「か

け
が
え
の
な

い
農

地
を
守
る
」
こ
と

は
農
業
委
員
会

の

大
変
重
要
な
任
務

で
す

の
で
、
農
地

の
遊
体
化

の
解
消

や
未
然
防
止
に
向

け
、

こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成

２５

年
１２
月
５
日
に
「農

地
中
間
管
理
機
構
関
連
法
案
」
が
成
立
し
、
平
成
２６
年
度

に
は
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ｃ
事
業
に
お

い
て
は
、
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
と
い
っ
た
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
調
査
を
実
施
し
農
地
が
遊

体
化
し
て
い
る
場
合
は
、
農
地
所
有
者
等
に
対
し
農
地
利

用
に
関
し
て
の
意
向
調
査
を
行
い
、
「
農
地
中
間
管
理
機

構

」
へ
の
貸
付
を
促
す
仕
組
み
を
設
け
る
と
い
っ
た
内
容

に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
業
務
を
農
業
委
員
会
の
役
日

と
し
て
お
り
ま
す
。
本
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も

引
き
続
き
農
地
利
用
状
況
調
査
並
び
に
意
向
確
認
調
査
を

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

●農地の転用とは

田や畑の農地に手を加えて、住宅や事務所・駐市場・資材置場・

植木置場及び|1林 (杉の植林等)な ど耕作以外の目的に供すること

をいいます。工事などで一時的に農地を資材置場等として使用する

とき t)農地転用になります。                  /
●許可を受けるには

農地の転用の許可を受けるには、農業委員会への申請が必要とな

ります。詳細は農業委員会 と事前に協議 してください。

●許●Iな く転用 したら

無断転用は、農地法違反 となり、許可権者の農業委員会会長が工

事の中 |卜や原状回復命令などを命ずることにな ります。 これに従わ

ない場合には、罰則 として 三年以 下の懲役または三百万円以下(法人

は一億 11以 ド)の罰金が科せ られる場合があります。(農地法第六十
四条・六 卜七条 )

●農地法の改正により、相続等によ

つて農地の権利を取得 した人は農地

のある農業委員会へ届出が必要とな

りました。

●届出をしなかつた、または、虚偽

の届出をすると過料に処せ られます。

相続登記をする前で 1)届 出が必要で

す。

●地元を離れている、 1)し くは何 ら

かの事情で自分では手入れができな

い場合のご相談や、借 り手のあっせ

ん等 も行ってお りますのでまずはお

気軽にお問い合わせ くだい。
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農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

Ｈ
月
２９
日
に
最
上
地
区
農
業
者
年
金
協
会
主
催
に
よ
る
農
業
者
年
金
説
明
会
が

「ゆ
め

り
あ
」
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
山
形
県
農
業
会
議
よ
り
講
師
を
お
捐
き
し
、

「農
業
者
年
金
を
受
給
す
る
に
は
」
と
題
し
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
．

農
業
者
年
金
に
は
政
策
年
金
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
た
め
、
受
給
者
が
行
う
農
地
の
処

分
に
年
金
受
給
資
格
が
影
響
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
ｃ
説
明
会
で
は
受
給
前
の
事
前
準

備
に
加
え
、
受
給
後
に
思
い
が
け
ず
年
金
が
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
年
金
受
給
期
間
中
の
注
意
点
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

質
疑
応
答
の
時
間
に
は
会
場
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の

関
心
の
高
さ
が
感
じ
取
れ
た
研
修
会
で
し
た
。

農
業
者
の
老
後
の
生
活
の
収
入
は
、

国
民
年
金
＋
農
業
者
年
金
が
基
本
で
す

国
民
年
金
の
支
給
額
は
月
額
最
高
６
万
５
千
５
百
円
、
夫
婦
一
人
で
１３
万
１
千
円
で
す
。

．
方
高
齢
農
家
の
家
計
費
は
夫
婦
二
人
で
２４
万
円
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
費
を
国
民
年
金
だ
け
に
頼
る
と
、
月
額
約
Ｈ
万
円
不
足
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
ｃ

農
業
者
が
安
心
し
て
仕
事
に
打
ち
込
む
た

め
に
は
、
生
涯
所
得
の
約
１
割
程
度
を
占
め

る
と
見
込
ま
れ
る
老
後
所
得
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
農
業
者
年
金
は
、
国
民

年
金
の
不
足
分
を
し
つ
か
リ
カ
バ
ー
し
て
く

れ
る
上
乗
せ
年
金
で
す
ｃ
現
役
の
農
業
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
規
就
農
者
と
し
て
農

業
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。
詳
し
く
は

お
近
く
の
農
協
か
農
業
委
員
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

tヽつまで

もらえる
のかなぁ?

生涯もうえて、
死亡一時金もある

農業の担い手に
:ま特別な支援は
あるのかなぁ?

保険料は、

どれくらい

なのかなぁ?

1  
‐

=,保険料の額は自由に決められ
|ます
(月 額 2万～6万 7千円 )

いつても見直しOK

:  税tl」面での
|  メl」 ット;よ

' 
あるのかなあ?

11奪
:番螢:撃

:・・

議業者なら広くカロ入できます
1国民年金の第1号被保険者て

少子高齢持代に、

ちゃんともらえる

のかなあ?

.・ :|111:::|||‐ ‐.

少子高齢時代に強い積立方式
(確定拠出型)の年金です

どんな人が

加入できるの

かなあ?

認定農業者など意欲ある担い
|

手には国庫補助があります  |

政策年金として

手摩い支援

‘
む

農業者年金の特徴 (メリット)

終身年金で、80歳前に亡く |

なられた場合でも80歳まで 1

の保証村きです

(確定拠出型)で、生涯にわたつて

もらえる公的年金です !

:少子高齢時代に強い積立方式

(保険料の国庫補助)があります
農業の担い手には特別な支

税制面の優遇措置や

螂一ハ鷹〕棒『］

会
選

一やす　や

保
な
ま
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農地の賃僣や売買に関する手続きについて
農地の貸し借りや売り買いをしようとする場合は、事前に法律に基づく許可等を農業委員会

から受ける必要があります。法律とは「農地法」と「農業経営基盤強化促進法 (以下基盤法と

いう)」 のことであり、それぞれ賃借や売買を成立させるための手続き方法が異なつています。

① 農地法に基づいた賃借や売買について (農地法第 3条 )
当事者同士で決めた内容 (FEl人間の契約)を正式に成立させる手続きです。農地の出し手と受け手の双

方が農業委員会に許可中請を行い、それが審議の結果許可と判断されることで貸借や売買が成立します。

② 基 盤 法 に基 づ い た 賃 借 や 売 買 に つ い て (農業 経 営 基 盤 促 進 法 )

農地を地域の担い手に任せようとする場合等に用いられる手続きです。市町村が計画を作成 し、農業委

員会の承認を経て公告 (広く知らせる)することで成立します。あくまで個人間の契約ではなく市町村の

計画であることが農地法との大きな違いであり、受け手には地域の担い手とみなせる一定の要件が備わつ

ていることが求められます。

認定農業者等の担い手に「借人」や 「所有」により農地の利用を集約

(農用地利用集積 )させることは、農業経営の効率を高めることはもち

ろん、経営改善にもつながるなど、地域農業の維持発展に効果的といえ

ます。

基盤法により農地 (農業振興地域内)を売つた場合に、譲渡所得の特

別控除を受けることができます。これは、農用地利用集積の推進を図る

ために設けられた制度であり、地域農業の維持発展に協力していただく

方への税制上の優遇措置なのです。

購
読
の
一ご
一案
内

農
業
者
の

「経
営
と
暮
ら
し
」
に

役
立

つ
ホ

ッ
ト
な
情
報
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
！

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業

総
合
専
門
紙
で
す
。
農
業
経
営

・
税
金

・

農
業
者
年
金
と
い
つ
た
、
農
業
者
の
経
営

や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、

地
方
版
で
は
地
域
の
身
近
な

ニ
ュ
ー
ス
も

併
せ
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
ｃ

農
業
委
員
会
事
務
局
で
中
し
込
み
を
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
ｃ
お
電
話
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
事

務
局
に
見
本
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
試
し
読

み
も
可
能
で
す
．

◆
購
読
の
申
込
み

農
業
委
員
会
事
務
局

ヘ

（ｈ

２２
‐
２
「
「
１
内
線
２
５
６
）

（毎
週
金
曜
日
発
行
／
Ｂ
３
版
８
～
‐０
頁
／

購
読
料

一
月
額
６
０
０
円

〔送
料

・
税
込
Ｕ

薗回
靱
国

こ
の
度
、
第
４２
号
の
農
委
会
報
新
庄
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の

一
年
間
私
達
が
行

っ
て
き
た
活
動

の

一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
、　
一
生
懸
命
に

農
業
の
難
間
に
取
り
組
む
姿
や
活
動
が
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば

幸

い
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
農
地
パ

ト
ロ
ー

ル
等
、
農
地
の
適
正
利
用
を
図
る

地
道
な
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
農
業
の

維
持
発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

次
号
も
農
業
委
員
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
、
情
報
を
お
伝
え
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
皆
様
か
ら
の
情
報
な
ど
も

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「農
委
広
報
」
を
編
集
す
る
広
報
編

集
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

笹
　
　
行
也
委
員

（新
庄
地
区
）

海
藤
　
芳
正
委
員

（稲
舟
地
区
）

樋
口
　
彦
弥
委
員

（萩
野
地
区
）

斉
藤
　
純

一
委
員

（八
向
地
区
）

国
農


